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ふくふくふくふくサポサポサポサポのののの    

連絡先連絡先連絡先連絡先はははは    

こちらからこちらからこちらからこちらから→→→→    

◇JR福島駅から徒歩８分。当サポートセ

ンターには駐車場はありませんので、車で

お越しの節は、周辺駐車場をご利用くだ

さるようお願いいたします。 

ふくサポとは･･･ 
・市民活動市民活動市民活動市民活動ややややボランティアボランティアボランティアボランティアのののの情報情報情報情報
をををを提供提供提供提供していますしていますしていますしています。。。。    
・・・・市民活動市民活動市民活動市民活動ややややボランティアボランティアボランティアボランティアにににに関関関関すすすす
るごるごるごるご相談相談相談相談におにおにおにお答答答答えしますえしますえしますえします。。。。    
・・・・登録制登録制登録制登録制ののののレターケースレターケースレターケースレターケースやややや印刷印刷印刷印刷スススス
ペースペースペースペース、、、、打打打打ちちちち合合合合わせができるわせができるわせができるわせができるスススス
ペースペースペースペース等等等等をごをごをごをご用意用意用意用意しておりますしておりますしておりますしております。。。。    
 なお、ふくサポの運営は福島市
から委託を受けたNPO法人ふくし
まNPOネットワークセンターが行っ
ています。 

■開館時間 

午前１０時～午後９時３０分 

■休館日    毎週火曜日 
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○コラム 「法改正を長期戦略の中でチャンスに」 

○福島市の活動団体を訪ねる 

   第1９回 ＮＰＯ法人 いいざかサポーターズクラブ 

○突撃レポート！平成２３年度「コラボ☆ふくしま」 

○助成金・イベント・災害支援など情報 

 ○平成２３年度 講座、始まる！！ 

 ○イベント現場からレポート／こども基地オープン 他 

 ○ふくサポ探検隊 

 ～にゃんこ隊長談「ふくサポ使用方法、変動あり」～ 
 

交流広場展示情報 

ＮＰＯ法は1998年3月に成立し、2003年に活動分野が12から17に

増えるなどの一部の改正が行われています。そして、2011年6月に

は、かなり大幅な改正案が国会で審議・可決され､2012年4月から改

正ＮＰＯ法が施行されることになりました。 

今回の改正の要点は、大きく5点ぐらいにまとめられます。 

１）ＮＰＯ法人の活動分野に「観光の振興を図る活動」「農山魚村お

よび中山間地域の振興を図る活動」「都道府県・政令市の条例で

定める活動」の3分野が追加され、全体で20分野になること。 

２）従来複数県にまたがって活動する時には内閣府の認証を得なけ

ればなりませんでしたが、今回の改正では主たる事務所を置く都

道府県で認証することになること。 

３）会計報告書類が「収支計算書」から「活動計算書」に変更になる

こと。 

４）解散公告回数の削減や一定期間内であれば届出事項の追加修

正などが可となるなど、手続き面において一部の簡素・柔軟化が

図られること。 

５）認定ＮＰＯ法人制度が大幅に見直され、それがＮＰＯ法に盛りこ

まれること。 

 このうち、大きな見直しがあった認定ＮＰＯ法人制度について若干

の補足をしますと、認定機関が国税庁から都道府県・政令市へ移

管されること、パブリックテストに代わる「仮認定制度」が導入され

るなどが挙げられます。また、ほぼ一週間遅れで新寄付税制（寄

付金税額控除等）が盛り込まれた税制改正法案も可決成立し、税

制面からも認定ＮＰＯ法人制度が大きく支えられることになりまし

た。 

 このように、ＮＰＯ法人や認定ＮＰＯ法人にとって、少しずつ活動し

易い環境が整ってきています。「新しい公共」が叫ばれ始めている

中、各団体におかれましては、今回の法改正を将来計画との関係

で戦略的に捉え、是非とも有利に活かしていただければと思いま

す。 

コラムコラムコラムコラム    

ふくふくふくふくサポサポサポサポ探検隊探検隊探検隊探検隊～～～～ニャンコニャンコニャンコニャンコ隊長談隊長談隊長談隊長談「「「「ふくサポ利用方法、変動あり」～    

                    「「「「法改正を長期戦略の中でチャンスに」」」」    

            

            （（（（福島大学特任教授福島大学特任教授福島大学特任教授福島大学特任教授・・・・    

                                        ふくしまふくしまふくしまふくしまＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯネットワークセンターネットワークセンターネットワークセンターネットワークセンター理事長理事長理事長理事長／／／／星野星野星野星野珙珙珙珙二 二 二 二 ））））    

編集後記編集後記編集後記編集後記    
  

 暑かった日々が嘘のように、季節は

すっかり秋模様。食欲の秋、スポーツの

秋、読書の秋、皆さんはどんな秋をお過

ごしでしょうか？イベントシーズン真っ盛

りの秋、ふくサポにも各種イベントのポス

ターやチラシが持ち込まれています。 

皆さん、お忙しい秋をお過ごしなので

しょうね。そんな時は、少しだけ、一息い

れて読書タイムはいかがでしょうか？ 

ふくサポにもたくさんの蔵書がございま

す。是非是非、ご来館下さ

い。私達、ふくサポスタッフ

はもちろん・・・・・の秋で

す！！     内山、桜井 

にゃんこ隊長 

お電話での仮予約は変わら
ず受けることができます。
詳細はふくサポまで。 

新☆ふくサポ

の利用方法 

                        おおおお知知知知らせらせらせらせ    
    

ふくサポでは、交流広場をパネル

展示や写真展などで使用される

団体を募集しています。活動を紹

介するチャンスです。是非お役立

てください。詳細はふくサポまで。 
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（上写真）信夫山パネル展の様子 

★団体登録の様式が新しくなりました。登録用紙 

の他に定款や活動報告書、決算書をお手数ですが添付 

いただきます。（定款などがない場合はご相談下さい。簡略

化できる場合もございます。）既に登録されている団体につ

いても、再登録いただくようになりますので、よろしくお願

いします。登録後、福島市より登録認定書をお送りします。

★会議室の利用申込書も新しくなりました。申込書申請の際

に、使用許可書をお渡し致しますので、ご利用の際は許可書

をお持ち下さい。また、キャンセル、変更についても申請書

をご記入いただきます。なお、３ヶ月先までの予約が可能に

なりましたので、是非ご利用ください。 

 
 

９月１７日（土）～１０月１６日（日）

まで、「信夫山の歴史と散策の魅力展」

が開催された。会場には信夫山のジオラ

マや風景写真、民話などが展示され、来

館者の目を楽しませていた。 

            「「「「ボランティアボランティアボランティアボランティア講座講座講座講座」」」」    
日時 １１月１２日（土）１３：３０～１５：３０ 

コーディネーター 齋藤美佐 氏 

           （ＮＰＯ法人 ふくしまＮＰＯネットワークセンター常務理事） 

パネリスト 半澤由美子 氏 （ＮＰＯ法人 エフ・スポーツ クラブマネージャー） 

       加藤 忍 氏 （ＮＰＯ法人 ビーンズ・ふくしま フリースクールスタッフ） 

       斎藤公子 氏（ＮＰＯ法人 福島市レクリエーション協会事務局長） 

内容 市民活動団体の目線から実践的ボランティアを学ぶ。 

   「「「「伝承伝承伝承伝承とととと地域地域地域地域のきずなのきずなのきずなのきずな」」」」    
日時 １２月１０日（土）１３：３０～１５：３０ 
コーディネーター 星野珙二 氏（福島大学特任教授・ＮＰＯ法人ふくしまＮＰＯネットワークセンター理事長） 

パネリスト 村川友彦 氏（福島市教育委員会文化課市史編さん室）／畠中正一 氏（さとばたけ代表） 

       深田俊雄 氏（有限会社バーグ・プラン研究室取締役社長） 

内容 この震災では、地域に伝わる伝承を生かしたことで命運をわけた地域がある。実例を用いて地域づくりを考える。 

「「「「ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ活動活動活動活動のためののためののためののための資金開拓術資金開拓術資金開拓術資金開拓術」」」」    
日時 １２月４日（日）１３：３０～１５：３０ 

講師 田中尚輝 氏（社団法人長寿社会文化協会常務理事・ 

                      ＮＰＯ法人市民福祉団体全国協議会専務理事） 

内容 多くの資金開拓方法がある中、実例を用いて、成果のあがる活用法を考える。  

  「「「「会計会計会計会計＆＆＆＆税務税務税務税務」」」」（２回コース）    

日時 １１月２６日（土）、２７日（日） １０：３０～１６：００ 

講師 加藤英夫 氏（有限会社 加藤会計事務所 代表） 

内容 昨年、ＮＰＯの会計が新しくなり、今年はＮＰＯ法が改正された。新しくなったＮ 

    ＰＯ法との関連性などを学ぶ。 

「「「「行政行政行政行政とのとのとのとの協働協働協働協働でででで行行行行うううう災害復興計画災害復興計画災害復興計画災害復興計画」」」」    

日時 平成２４年２月４日（土） 

    １３：３０～１５：３０  

今後の 

 開催講座予定 

「「「「伝承伝承伝承伝承((((歴史歴史歴史歴史をををを生生生生かすまちづくりかすまちづくりかすまちづくりかすまちづくり））））

とととと地域地域地域地域のきずなのきずなのきずなのきずな」」」」～～～～完結編完結編完結編完結編～～～～    

日時  平成２４年１月１４日(土） 

     １３：３０～１５：３０ 

※※※※    開催場所開催場所開催場所開催場所はすべてはすべてはすべてはすべて    

福島市市民活動福島市市民活動福島市市民活動福島市市民活動サポートサポートサポートサポート

センターセンターセンターセンター会議室会議室会議室会議室ですですですです。。。。    
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突撃レポート！！平成２３年度 

「コラボ☆ふくしま」 
  

８月、平成２３年度の「コラボ☆ふくしま」公開審査

会が行われた。審査会と選考事業を１つ取材してき

ました！！ 

震災震災震災震災からからからから約約約約８８８８ヶヶヶヶ月月月月、、、、風評被害風評被害風評被害風評被害にににに苦苦苦苦しむしむしむしむ福島福島福島福島のののの観光業界観光業界観光業界観光業界にににに新風新風新風新風

をををを！！！！・・・・・・・・・・・・とととと、、、、若若若若いいいい力力力力とととと意気込意気込意気込意気込みあふれるいいざかみあふれるいいざかみあふれるいいざかみあふれるいいざかサポーターズサポーターズサポーターズサポーターズ    

クラブクラブクラブクラブのののの佐藤耕平理事佐藤耕平理事佐藤耕平理事佐藤耕平理事におにおにおにお話話話話しをおしをおしをおしをお聞聞聞聞きしましたきしましたきしましたきしました。。。。    

    
⑲回目 ＮＰＯ法人 いいざかポーターズクラブ 

    

代表者代表者代表者代表者：：：： 理事長 藤原 純 氏     

    

会員数会員数会員数会員数：：：：４７名（年齢は２０代～７０代と様々）    

    

活動歴活動歴活動歴活動歴：：：：２００９年１月いいざかサポーターズクラブ 

    設立準備委員会として１３名で活動をスタート 

    させる。同年８月、ＮＰＯ法人を取得。設立し 

    て今年で３年目をむかえる。     

    

活動内容活動内容活動内容活動内容：：：：    「市民活動は、年配の方が活動されている 

   ことが多いのではないですか？」そんな質問が        

                ふくサポにも寄せられることが少なくない。その 

 印象をくつがえす団体の１つが、いいざかサポーターズクラブではないだろうか？ 

 「福島市飯坂地区は変動の時期をむかえている。飯坂温泉についても旅行形態の変化か 

 ら宿泊客が減少し、旅館・商店・飲食店の数も様々な理由で減少した。このような背景 

 の中で、色々な年代のパワーをまとめて牽引する必要性を感じて、飯坂町の若手を中心 

 としたメンバーが会合を開いたことがクラブの始まりである。」そう語ってくれたの 

 が、１年半ほど前のことであった。その後、飯坂町を代表する共同浴場「鯖湖湯」の正 

 面にコミュニティ・カフェ「温カフェ」をオープンさせ、地域の人々や観光客がゆった 

 りくつろげる空間の演出や街の活性化に一役かうイベントへの協力、若者の人材育成に 

 努めてきた。 

 では、震災後、風評被害の影響が大きいはずである飯坂の町、大きく変わった福島の街 

 で彼らは今、どうしているのだろう？そんな疑問を佐藤耕平理事にぶつけてみた。 

 「震災後、飯坂にはパルセいいざかを中心としたいくつかの避難所がありました。その 

 後、避難者の方が借り上げ住宅や仮設住宅などに移られたのですが、洗濯の問題がでて 

 きたので、飯坂町の住民の方等から使用していない洗濯機を寄付いただき、地域の方々 

 と洗濯の補助をしていました。その中にもコミュ二ティは生まれます。もちろん、この 

 震災が飯坂温泉など飯坂の町に与える影響は大きかったと思います。風評被害がなかっ 

 たとはとてもいえません。しかし、着地型観光を通して、飯坂町の発展に寄与するして 

 いきたいと思っています。現在も地域の連携をとる計画を進めているところです。」 

 「具体的には？」との問いに「県北周遊観光モデルを考えています。例えば、茂庭地区 

 と連携をとり、ダム湖でのカヤック体験や川遊び、語り部さんの紹介、企業や団体など 

             と連携したり、活動には時には法の壁が立ちふさがることが 

             ありますが、企業や地域、ＮＰＯ法人などの壁をはずし、地 

             域のプラットホームとしての役割をそれぞれがはたし、連携 

             し活性化していくことこそが大切だと思うのです。こんな時 

             だからこそみんなが力をあわせ大きな力にかえて取り組んで 

             いきたいです。」と力強く答えていた。ピンチをチャンスに 

             変えることができるのか、２０代・３０代を中心とした若い 

             柔軟さに期待したい。「Ｂｏｙｓ,ｂｅ ａｍｂｉｔｉｏｕｓ 

            （少年よ大志をいだけ）」そんな言葉が頭をよぎる秋の夕暮れ 

             だった。（取材：内山愛美） 

 

（上写真） 

 佐藤耕平理事 

こども基地オープニングセレモニー 

（上写真）おいしい豚汁がふるま     

      われた昼食風景 

審査会 

サポワン 

温カフェの「伊達なラジウム丼」

はおいしかったですよ！！ 

（下写真）主催者挨拶をする市

民後見サポートの会 遠藤代表 

      ８月２７日（土）、福島市役所にお 

     いて平成２３年度ふくしま協働のまち

づくり「コラボ☆ふくしま」公開審査会が行われ

た。これは「市民活動団体と行政の協働」をテー

マに毎年行われている助成事業で、選定事業は次

の４事業となった。①ＮＰＯ法人まごころサービ

ス福島センター「花も豚汁も温泉もあるバスツ

アー」②ＮＰＯ法人御倉町かいわいまちづくり協

議会「復元された旧米沢藩米蔵の公開」③ＮＰＯ

法人市民後見サポートの会「寸劇に挑戦」④福島

思春期サポーターの会「若者の夢を育む事業」。 

牧田審査委員長からは「今年度の参加者は少な

かったが、どの団体も一定

水準を確保できる内容で

あった。しかし、申込書や

プレゼン技術の工夫が必要

であり、応募団体と行政が

なぜ協働するのかを明確に

する必要がある。」と

語った。 

 

 １０月１日（土）福島市宮代にこども緊急サ

ポート瀬上支部「こども基地」がオープンした。

この日はオープンセレモニーが行われ、地元住民

や福島大学、福島学院大学を中心とした学生ボラ

ンティアなどが集まり、華やかにテープカットで

スタートした。「こども基地」は子どもが安心し

て遊べる遊び場となっており、地域の方々の交流

の場としての役割も期待されている。 

３月の震災以降、こども緊急サポートセンターが

避難所などの炊き出しをした際にボランティア協

力した学生などが積極的に参加して、この日の

オープンをむかえた。「今後、地域が安定して、

集う場所になればよい。」と、須田理事長は話し

ていた。               

 

 

イベント現場からレポート 

(上写真）プレゼン中の御倉かい

わいまちづくり協議会 

（左写真） 

 堀切邸わきに

ある「温カフェ」 

福島市・市民後見サポートの会 講演会 

ＮＰＯ法人まごころサービス福

島センターと福島市 公園緑地課

の協働により、１０月１２日

(水)、１５日(土)にバスツアー

が開催された。両日とも定員を

上回る参加者数だった。飯野町

と下野寺の福島市認定チャレン

ジガーデンを見学。昼食は、まごころケアホー

ム高湯の里で手作りのおにぎりや豚汁をいただ

いた。最後には、高湯温泉で温泉を楽しんだ。

参加した方は、「普段、なかなか自分では見に

行くことができない庭を 

見たり、おいしい豚汁を 

いただき、温泉まで入る 

ことができて、福島市の 

よさも再発見でき、よい 

一日でした。」と話して 

いた。皆さん大満足のツ 

アーのようだった。 

花も豚汁も温泉もあるバスツアー 

（上写真）参加者を

温かく迎えた手書き

のウェルカムボード 

桜井スタッフ 

（上写真）子どもと遊ぶボランティア 
（上写真）テープカットの様子 

超高齢化社会にある現在、成年後見制度が重要

性を増している。それをうけて福島市をはじめ

全国３７市町村で市民後見人養成事業を実施す

ることとなった。実施に先立ち、政策の背景や

後見制度の現状、役割などをテーマに、１０月

２日(日)福島テルサにて、福島市 長寿福祉課

とＮＰＯ法人市民後見サポートの会によるグラ

ンドオープニングセミナーが開催された。 

講演は、公益社団法人成年後見センター・リー

ガルサポートふくしま県支部長 伊藤 栄紀 氏

の「大震災から見えてくる後見制度」、財団法

人シニアルネサンス財団事務局長 河合 和 氏

の「いま、期待される市民後見人の役割」の２

講演が行われた。講演会は、自分の身にも起こ

りうる問題を題材とした 

ビデオを見たり、会場の 

参加者へ講師がマイクを 

むける質問形式で行われ、 

会場参加型の分かりやす 

い内容だった。              
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（上写真）助成金講座 

最終回 復興支援バザー レポート 

お知らせ・ 

イベント 
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                「ＮＰＯ「ＮＰＯ「ＮＰＯ「ＮＰＯ入門講座入門講座入門講座入門講座」」」」    

９月２４日（土）、清水修二氏（福島大学副学長）を講師にむか

え、第１回 市民活動ステップアップ講座「ＮＰＯ入門講座」が行

われた。ＮＰＯ法人の現状や基礎などが話され、参加者は「今さ

らＮＰＯを聞けなくて・・・」、「何かを始めたくて」など参加の理由

は様々だが、熱心に講義の内容を聞き入っていた。 

９月の講座報告 

『『『『藤沢作品藤沢作品藤沢作品藤沢作品にみられるにみられるにみられるにみられる絆絆絆絆をををを    

                通通通通してしてしてして日本人日本人日本人日本人のののの心心心心をををを探探探探るるるる』』』』    
  講師：藤沢周平の作品を楽しむ会 

      代表 庄司 一幸 氏 

『『『『私私私私のののの藤沢周平藤沢周平藤沢周平藤沢周平』』』』    
  レポーター 長岡 義人 氏 
 

〈日時〉１1月１３日（日） １３：３０～１５：３０ 

〈場所〉Ａ・Ｏ・Ｚ（アオウゼ） 大活動室１ 

〈参加費〉資料代 ５００円 

〈お問合せ先〉 

     藤沢周平の作品を楽しむ会 

         副代表 新明 康弘  

      ＴＥＬ・FAX ０２４-５５３-０５２１ 

～～～～田中尚輝 氏田中尚輝 氏田中尚輝 氏田中尚輝 氏    講演会講演会講演会講演会～～～～    

『『『『支支支支ええええ合合合合いのあるいのあるいのあるいのある地域社会地域社会地域社会地域社会づくりづくりづくりづくり』』』』 
 

〈日時〉１１月１３日（日） １３：００～１６：００ 

〈場所〉福島学院大学 駅前キャンパス 

〈講師〉田中 尚輝 氏 
  （NPO法人市民福祉団体全国協議会専務理事） 

〈参加費〉５００円 

〈定員〉５０名（先着順） 

☆分科会も予定しています。 

 被災地福島で、今やるべきことを、皆    

 で考えましょう！！ 

〈お問合せ先〉 

NPO法人まごころサービス福島センター 

        ＴＥＬ ０２４－５９２－２２７０ 

10月の講座 

       報告 

        「「「「知知知知ってるつもりのってるつもりのってるつもりのってるつもりの助成金助成金助成金助成金」」」」    

１０月８日（土）、城千聡氏（中央共同募金会）を講師にむかえ、

第１回 ＮＰＯマネジメント講座「知ってるつもりの助成金」が行わ

れた。募集する側からみた助成金・補助金の基礎、助成金の裏

側とは？など、基本を講義。また、参加者が審査員になったつも

りで実際に申請された（例題）申請書をグループにわかれて模擬

審査をするワークショップもあり、会場はおおいにもりあがった。 

「「「「今今今今、、、、自然自然自然自然エネルギーエネルギーエネルギーエネルギーをををを考考考考えるえるえるえる」（」（」（」（講演会講演会講演会講演会）））） 

１０月１５日（土）、 舩橋晴俊氏（法政大学 教授）を講師にむか

え、第１回オープンセミナー（講演会）「今、自然エネルギーを考

える」が行われた。今、福島で話題となっている、放射能問題を

話の中に取り入れ、現在、国で取り入れている自然エネルギー

の取り組みや海外の取り組み、地域の可能性、今後の展開など 

を全国各地を回る体験談などを交えながら解説した。 

    「「「「成年後見制度成年後見制度成年後見制度成年後見制度    説明会説明会説明会説明会」」」」    
        ～～～～考考考考えてみませんかえてみませんかえてみませんかえてみませんか？？？？    

                                        安心安心安心安心できるできるできるできる今日今日今日今日・・・・明日明日明日明日～～～～    

〈場所〉福島市中央学習センター 

〈開催日時〉 

  １１月１０日（木）・１２月８日（木） 

  1０：００～１１：３０ １８：３０～２０：００ 
  ※１１月は夜間の説明会はありません 

〈参加費〉無料（資料代２００円） 

〈お問合せ先〉 

 NPO法人「市民後見サポート」の会 

                  遠藤 

    ＴＥＬ/ＦＡＸ ０２４-５２２-１４２６ 

１０月２日（日）に６月から定期的におこなっていた「がんばろう福島！復興支援チャリティバザー」 

がファイナルをむかえた。全国からバザーのために送られてきたたくさん

の品々は、会場にところせましと並べられていた。１０ヶ月で、２００万円

以上になった収益は、「ふくふくプロジェクト」、「ＮＰＯ花見山を守る会」

から震災孤児の生活応援金として支援される。 

また、現在でも全国からよせられた支援物資が「花見山を守る会」から

被災者に配布されている。 
    問合せ ＮＰＯ「花見山を守る会」 高橋  ＴＥＬ ０２４－５３９－８９０８ 

（左写真）ＮＰＯ入門講座 

平成２３年度 講座、始まる！！ 

１０月３０日（日）に第２回市民活動ステップアップ講座「ＮＰＯ法改正・新

寄付税制」が行われましたが、詳しくは次号に掲載いたします。 

また、今後の予定については、６ページに掲載してあります。 

今後とも、ふくサポの講座を是非是非、ご活用ください！！ 

サポワン 

（上写真）エネルギーを語る舩橋教授 

 劇団 劇団 劇団 劇団１９８０１９８０１９８０１９８０    落語芝居 落語芝居 落語芝居 落語芝居 「「「「芝浜芝浜芝浜芝浜」」」」  

〈内容〉今回演じます題目は 「千早振る」 「猫

の皿」 「宿屋の仇討」 「芝浜」 ― いずれの住

人達も頑固で貧しくて、涙もろくてお人好し。

楽しくて面白いこと間違いなし。 

〈場所〉福島市公会堂    
〈日時〉１１月１９日（土）１５：００～ 

        ２０日（日）１３：３０～                

        ２１日（月）１８：４５～  

〈費用〉入会金  １，０００円  

     月会費  一般      ２，４００円 

          大学生    １，５００円 

          高校生以下   ５００円          

〈お問合せ先〉福島演劇鑑賞会 

       ＴＥＬ ０２４－５２３－３８３６  

（上写真）バザーの様子 

    第第第第１０１０１０１０回公益信託回公益信託回公益信託回公益信託うつくしまうつくしまうつくしまうつくしま基金基金基金基金    
 

〈対象〉不特定多数の利益の増進に寄

与する自主的な社会貢献事業及び、独

自に又は関連する機関と連携して取り組

む地域づくり事業を行う団体、個人等 

〈助成金額〉①ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ支援コース…

上限１０万円②いきいき ふくしま うつくし

ま実践コース…上限３０万円③発展事業

支援コース…上限１００万円④自治体と

の協働コース…上限８００万円  

〈応募締切〉平成２３年１１月７日（月） 

〈お問合せ先〉特定非営利活動法人 

        うつくしまＮＰＯネットワーク   

         電話 ０２４－９５３－６０９２ 

公益財団法人損保公益財団法人損保公益財団法人損保公益財団法人損保ジャパンジャパンジャパンジャパン記念財団記念財団記念財団記念財団    

    社会福祉助成社会福祉助成社会福祉助成社会福祉助成 ＮＰＯ ＮＰＯ ＮＰＯ ＮＰＯ復興資金助成復興資金助成復興資金助成復興資金助成    
 

〈対象〉障がい者・高齢者を対象とした、

主として在宅福祉活動を行うＮＰＯ団

体、またはその活動を支援するＮＰＯ。

東日本大震災の被災地に所在する団

体。ＮＰＯ法人、社会福祉法人の法人格

を取得している団体、あるいは取得を目

指している団体 

〈助成金額〉上限１００万円 

〈応募締切〉平成２３年１１月１６日（水） 

〈お問合せ先〉公益財団法人 

        損保ジャパン記念財団  

         電話 0３-３３４９-９５７０ 

２０１２２０１２２０１２２０１２年度 年度 年度 年度 ＪＴＪＴＪＴＪＴ    ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯ助成事業助成事業助成事業助成事業 
〈対象〉①通常助成…非営利法人が日

本国内において、地域社会の核となって

実施する地域コミュニティの再生と活性

化につながる事業②被災地支援助成…

岩手、宮城、福島に本拠地を置く非営

利組織が、同三県において被災地域の

人々と共に取り組む、被災地域コミュニ

ティの復旧・復興をテーマとした事業 

〈助成金額〉年額最高１５０万円 

〈応募締切〉平成２３年１１月２０日（日） 

〈お問合せ先〉日本たばこ産業株式会社 

        ＣＳＲ推進部 社会貢献室 

         電話 ０３－５５７２－４２９０ 

セブンセブンセブンセブン----イレブンイレブンイレブンイレブンみどりのみどりのみどりのみどりの基金基金基金基金        

２０１２２０１２２０１２２０１２年度公募助成年度公募助成年度公募助成年度公募助成    

〈対象〉①地球温暖化対策助成…森林

の保護・保全を通じたＣＯ２削減活動②

活動助成、③自立事業助成、④広域連

携促進助成…自然環境の保護・保全、

野生生物の保護・保全、植花活動など 

〈支援金額〉①上限１５０万円②上限な

し、総額５０００万円③上限４４０万円④１

プロジェクトあたり上限２００万円 

〈応募締切〉平成２３年１１月３０日（水） 

〈お問合せ先〉一般財団法人 

        セブン-イレブン記念財団  

         電話 ０３-６２３８－３８７２ 

公益財団法人損保公益財団法人損保公益財団法人損保公益財団法人損保ジャパンジャパンジャパンジャパン記念財団記念財団記念財団記念財団    

    社会福祉助成社会福祉助成社会福祉助成社会福祉助成 ＮＰＯ ＮＰＯ ＮＰＯ ＮＰＯ法人設立資金助成法人設立資金助成法人設立資金助成法人設立資金助成    
 

〈対象〉社会福祉の分野で活動し、ＮＰＯ

法人の設立を計画している団体。（平成

２３年４月１日以降に、すでに法人設立認

証申請書を提出している団体、認可済

みの団体も対象） 東日本大震災の被

災地に所在する団体。平成２４年９月末

までに設立認証申請を行う団体 

〈助成金額〉３０万円 

〈応募締切〉平成２３年１２月９日（金） 

〈お問合せ先〉公益財団法人 

        損保ジャパン記念財団  

         電話 0３-３３４９-９５７０ 

福島市子福島市子福島市子福島市子どもどもどもども劇場連絡会劇場連絡会劇場連絡会劇場連絡会    

－－－－子育子育子育子育てててて講演会講演会講演会講演会－－－－    

『『『『福島福島福島福島のののの子子子子どものどものどものどもの心心心心とととと身体身体身体身体のののの    

                                            健康健康健康健康のためにのためにのためにのために』』』』 
〈日時〉１１月１７日（木） １０：００～１２：００ 

〈場所〉福島市市民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 
〈講師〉福島大学 人間発達文化学類 教授 

     白石 昌子 氏 

〈参加費〉無料 （会員以外の方も参加可）  

〈保育について〉別室にて保育あり 
          ※参加申込み時に要予約 

〈参加申込み・お問合せ〉１１月１０日までに 

        福島市子ども劇場連絡会    

         ＴＥＬ ０２４－５５８－００６６  


